
1/25　宜野湾市CKD(慢性腎臓病)・糖尿病性
腎臓病対策連携協定

　普天間飛行場視察のため、林芳正内閣官房長官が宜野湾市役
所を来訪しました。市役所の屋上から普天間飛行場を視察し、
松川市長より同飛行場の概要説明を行うとともに、同飛行場の
一日も早い閉鎖・返還と返還までの間の危険性除去および基地
負担軽減等について意見交換を行いました。
　また、キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地における沖縄健
康医療拠点整備の進捗等について説明を行いました。

1/28　林内閣官房長官来訪

市 政 フラッシュ

　宜野湾市、一般社団法人中部地区医師会（中田安彦会長）、全
国健康保険協会沖縄支部（金城均支部長）の三者で協定を結ぶ
「宜野湾市CKD・糖尿病性腎臓病対策連携協定」の調印式が執
り行われました。同協定は、三者が相互に連携・協力を行い、慢性
腎臓病（CKD）および糖尿病性腎臓病対策に関する取り組みを通
じて、市民の健康維持・増進に資することを目的としています。中
田会長は「地域住民の健康な生活を守るためにも、個別で対応す
るのではなく、三者が一体となり、組織として取り組むことで腎臓
病予防に繋げたいです」と話し、金城支部長は「行政、医療、保険
者が連携して機能し、早期に適切な治療、指導、助言を行える体
制の構築を目指してまいります」とあいさつしました。

　
宜
野
湾
市
民
図
書
館
・
移
動

図
書
館
「
ち
ゅ
ら
ゆ
め
号
」
は
、

本
館
か
ら
半
径
1.0
㎞
以
上
の
離

れ
て
い
る
住
民
や
、
一
人
で
は

図
書
館
へ
の
来
館
が
困
難
な
小

学
生
に
対
し
て
、
資
料
の
貸
出
、

返
却
、
予
約
、
リ
ク
エ
ス
ト
等

の
サ
ー
ビ
ス
実
施
を
図
り
、
利

用
者
の
拡
大
、
読
書
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
14
年

３
月
３
日
か
ら
運
行
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
運
行
当
初
の
車
両
「
ち
ゅ
ら

ゆ
め
号
」
は
、
最
大
３
５
０
０

冊
を
搭
載
し
、
車
内
書
架
も
利

用
可
能
で
あ
り
、
車
椅
子
用
リ

フ
ト
搭
載
仕
様
と
い
う
よ
う
な
、

当
時
の
最
先
端
の
移
動
図
書
館

車
両
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
18
箇
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
25
箇

所
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
範
囲
を

拡
大
し
、
平
成
15
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
延
べ
９
９
６
８

回
の
巡
回
、
利
用
者
累
計
17
万

８
４
１
５
人
、
68
万
１
７
０
７

冊
の
資
料
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
運
行
開
始

か
ら
約
20
年
を
迎
え
た
現
在
、

車
両
の
老
朽
化
が
進
み
令
和
６

年
５
月
中
の
運
行
を
最
後
に
廃

棄
車
両
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
遠
隔
地
へ
の
図
書
館

業
務
は
、
令
和
６
年
６
月
よ
り

新
規
車
両
を
迎
え
入
れ
、
新
た

な
世
代
の
環
境
に
沿
っ
た
安
全

安
心
な
移
動
図
書
館
業
務
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
多

大
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
移
動

図
書
館「
ち
ゅ
ら
ゆ
め
号
」の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ちゅらゆめ号巡回
カレンダーはコチラ

▲

移動図書館車

20年間ありがとう！
「ちゅらゆめ号」

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
走
り
続
け
た
20
年
間

ステーション追加♪のお知らせ
　

問合せ　市民図書館　☎897-4646

　令和6年4月より大謝名団地公民館が新た
なステーションに加わります！
　近隣にお住まいの皆さまはもちろん、お近
くにお越しの皆さまのご利用をお待ちしてい
ます！

お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか
？

お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか
？

▲嘉数小学校第一期卒業生1949（昭和24）年

▲宜野湾小学校卒業記念1951（昭和26）年

▲本集落と屋取集落の形態　1945（昭和20）年１月頃
　本集落（神山）は屋敷（地図上の黒い部分）が碁盤の目状
に整然と集合していますが、屋取集落（愛知）は分散し
ています。
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戦
後
の
学
校
に
通
う
児
童
た
ち

　
３
月
は
、
こ
れ
ま
で
級
友
た
ち
と
過
ご
し
て

き
た
学
校
を
離
れ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
む
時

期
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
終
戦
か
ら

間
も
な
い
時
期
の
卒
業
記
念
写
真
か
ら
当
時
の

児
童
た
ち
の
様
子
を
垣
間
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
左
上
の
写
真
は
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年

の
嘉
数
小
学
校
の
卒
業
記
念
写
真
で
す
。
児
童

た
ち
の
背
後
に
は
、
米
軍
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ

た
コ
ン
セ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
カ
マ
ボ
コ
型
の
簡
易

的
な
建
物
が
写
って
い
ま
す
が
、当
時
は
コ
ン
セ
ッ

ト
な
ど
を
校
舎
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
た
ち
を
見
て
み
る
と
、
服
装
が
似

て
い
る
子
た

ち
が
い
ま
す
。

こ
れ
も
米
軍

か
ら
の
古
着

な
ど
を
仕
立

て
直
し
た
も

の
で
、
サ
イ

ズ
の
合
わ
な

い
服
を
着
る

子
ど
も
た
ち

も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
履
物
も
様
々
で
、
靴
、
下
駄
、
草

履
な
ど
の
子
も
い
れ
ば
、
裸
足
の
子
も
い
ま
し
た
。

　
次
に
左
下
の
写
真
は
、
１
９
５
１
（
昭
和

26
）
年
に
撮
影
さ
れ
た
宜
野
湾
小
学
校
の
卒
業

記
念
写
真
で
す
。
児
童
た
ち
の
服
装
は
統一感

が
見
ら
れ
、
女
子
は
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
、
ほ

と
ん
ど
の
男
子
も
学
生
帽
子
を
被
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
ボ
ー
ル
や
野
球
の
バ
ッ
ト
も
写
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
遊
び
の
中
で
野
球
を

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
２
枚
の
写
真
か
ら
は
、
他
に
も
当
時
の

様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
の

教
育
環
境
は
紆
余
曲
折
し
な
が
ら
徐
々
に
整
備

さ
れ
、
今
で
は
誰
も
が
安
心
し
て
勉
強
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
立
博
物
館
で
は
、
宜
野
湾
市
の
教

育
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
流
れ
や
、
か
つ
て
教
員

を
さ
れ
て
い
た
先
生
方
の
座
談
会
な
ど
を
掲
載

し
た
宜
野
湾
市
史
別
冊
『
ぎ
の
わ
ん
教
育
の
あ

ゆ
み
』
を
３
月
末
に
刊
行
す
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。 

ビ
ジ
ュ
ア

ル
版
と
し

て
見
や
す

い
内
容
と

な
っ
て
い

ま
す
の
で
、

お
楽
し
み

に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
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博
物
館
の
歴
史
や

文
化
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

新
天
地
を
求
め
て
移
住
し
た
士「
屋
取
」

　市
立
博
物
館
で
は
、
市
内
の
〝
字
〞
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
目
的
と

し
て
い
る
、
地
域
と
の
共
同
企
画
展
「
ぎ
の

わ
ん
の
字
展
」
に
て
、
「
屋
取
集
落
編
　
其

之
一
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
「
屋
取
」

と
は
、
１
７
０
０
年
頃
か
ら
現
れ
た
首
里
・

那
覇
か
ら
地
方
へ
と
移
住
し
た
士
族
層
を
指

し
ま
す
。
琉
球
王
国
時
代
に
は
身
分
制
度
が

あ
り
、
人
々
は
「
士
（
サ
ム
レ
ー
）
」
と

「
農
民
（
百
姓
）
」
に
分
か
れ
、
士
は
首

里
・
那
覇
・
泊
・
久
米
以
外
で
の
居
住
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
徐
々

に
士
の
人
口
が
増
加
す
る
と
、
生
活
に
困
窮

す
る
士
た
ち
が
増
え
、
首
里
王
府
は
、
１
７

２
５
（
雍
正
３
）
年
か
ら
士
の
転
職
を
許
可

し
、
１
７
３
０
（
雍
正
８
）
年
以
降
は
士
の

地
方
へ
の
移
住
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、
多
く

の
士
は
、
新
た
な
土
地
や
耕
作
地
を
求
め
て

田
舎
へ
移
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
宜
野
湾
に

も
首
里
や
那
覇
の
士
た
ち
が
移
住
し
て
き
ま

し
た
。

　
移
住
し
て
き
た
士
は
、
元
か
ら
そ
の
土
地

に
住
ん
で
い
た
本
集
落
の
人
々
か
ら
土
地
を

借
り
て
生
活
を
始
め
ま
し
た
が
、
そ
の
生
活

は
と
て
も
過
酷
な
も
の
で
し
た
。
明
治
時
代

に
入
り
、
琉
球
処
分
の
王
国
解
体
、
明
治
30

年
代
の
土
地
整
理
事
業
等
に
よ
っ
て
地
方
へ

の
移
動
は
増
加
し
、
宜
野
湾
で
も
人
口
・
戸

数
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１

９
３
９
（
昭
和
14
）
年
７
月
に
従
来
の
14
行

政
区
を
21
行
政
区
（
上
原
・
中
原
・
赤
道
・

愛
知
・
長
田
・
志
真
志
・
真
栄
原
を
新
設
）

に
改
正
し
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
に
は

佐
真
下
が
で
き
、
現
在
の
行
政
区
の
礎
を
築

き
ま
し
た
。

　
16
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
字
展
で
は

国
道
３
３
０
号
に
沿
っ
た
屋
取
集
落
の
中
で
も
、

上
原・中
原・赤
道・愛
知・長
田・志
真
志
を
取

り
上
げ
、屋
取
集
落
の
歩
ん
で
き
た
本
集
落
と

は
異
な
っ
た
く
ら
し
や
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ま
、ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

よ
う
せ
い

あ
ざ

は
き
も
の

う
よ
き
ょ
く
せ
つ

り

げ
た

ぞ
う

ヤ
ー
ド
ゥ
イ

サ
ム
レ
ー
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